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和
岩手県大船渡市出身。2010年、盛岡大学栄養科学部に着任。
2015年より盛岡大学文学部准教授、2018年より教授。2021

年からは英語文化学科の学科長を務める。
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文学作品に引用される
「歌謡」に注目
　専門は日本中古文学。平安時代に貴族の間で
流行した、催馬楽（さいばら）や風俗歌（ふぞ
くうた）といった歌謡が、『源氏物語』などの
文学作品にどのように取り入れられているのか
を探究しています。
　催馬楽や風俗歌はもともと、地方の歌舞を起
源とするもの。一見しただけではわかりにくい
謎めいた歌詞も多く、貴族文化を中心とする中
古文学においてはなかなか日の当たらないジャ
ンルではあります。
　しかし、貴族たちに取り込まれた歌謡は中央
の文化に見逃すことのできない影響を与えてい
ます。文学作品における歌謡の受容について分
析し、その重要性を明らかにすることは、地域
文化の再評価にもつながると考えています。

平安に生きていた人々の暮らしと
心に思いを馳せる
　平安時代の文学には、もちろんフィクション
の部分もありますが、当時生きていた人間の心
理や社会情勢が反映されています。1000年以
上前の世の人たちが作った作品ですが、そこに
は現代に生きる私たちと変わらない普遍的なも
のもあり、その共通点を見つけ出すのも文学研
究の楽しさだと感じています。
　長年取り組んできた、『源氏物語』における
歌謡の引用についての論考をまとめるほか、今
後は中世以降の催馬楽や風俗歌の受容について
も考察していきたいと考えています。

〔　　  〕
　2013年には、気仙地域にまつわる英訳併記の絵本「浜
の命」「ふろしきづつみ」の２冊を監修させていただきまし
た。「ふろしきづつみ」は東日本大震災について、「浜の命」
は気仙大工について書かれたものです。ケセン語と英語の

両方に通じていることを買われ、ケセン語のニュアンスが
正しく英訳されているかをチェックしました。ケセン語
の研究をさらに進め、ケセン語の文法に関する本を英語で
書くことが目下の目標です。

気仙地域を題材にした
絵本の英訳を監修

E p i s o d e 〔　　  〕
　盛岡に暮らすことになり、東京時代には飼えなかった犬
との生活を再び始めました。愛犬は３歳の柴犬、名前は「光
（ひかる）」です。毎日出勤前には30分ほどお散歩。犬に話
しかけながら歩いています。かわいくて仕方ないですね。

中古文学を見ると、平安時代の貴族は猫派が多かったよ
う。外で飼われていた犬が登場することは少ないのです
が、清少納言の『枕草子』に宮中で飼われている犬の話が出
てきます。

幼い頃から大の犬好き。
愛犬との生活を満喫中！E p i s o d e

文学部　日本文学科
助教

山
や ま さ き

﨑　薫
かおる

2019年4月より盛岡大学文学部
日本文学科助教。幼い頃から日
本文学・日本史好き。歴史上の
偉人のほとんどが男性なのに
対し、紫式部や清少納言など女
性が活躍した平安時代に興味
を持ったことがこの道に進ん
だきっかけだそう。

故郷の言葉「ケセン語」を研究
　専門領域は言語学、なかでも文や語の構造や
仕組みについて研究しています。これまで、格の
交替現象や敬語について研究を行ってきました。
　盛岡大学に赴任する前にいた高知県で、地域
特有の言葉のおもしろさに気づき、方言（土佐弁）
が研究対象に。岩手に戻ってからは、自身の出
身地である大船渡などで使われているケセン語
についての研究を進めています。
　ケセン語でよく見られる「書かさらない」な
どの「さる表現」も、長年取り組んでいる表現
のひとつ。調べていくと韓国語や福島県の方言
にも似たような表現があり、比較することでそ
の成り立ちの一端が徐々に見えてきたところで
す。
　ケセン語を研究対象にしたきっかけの一つに
は、東日本大震災からの復興を後押ししたいと
の思いもありました。私が研究することでケセ
ン語を多くの人に知ってもらい、ケセン語が世
界的にもすばらしい言語であることを地域の人
にも知ってもらいたいと思っています。

比べることで新しいことが見えてくる
　言語学の研究手法には、1つの言語の特徴を
明らかにする、あるいは、2つ以上の言語を比
較しその共通点・相違点を見つけ出すなど様々
なアプローチがあります。私は文の構造を示し
た樹形図を見るのが好きなんですが、まったく
接点のない場所の言語が似たような性質を持っ
ていることもあるんです。例えばインディアン
の言語と日本語にも似たような特徴を見ること
ができます。不思議ですよね。その不思議さが
言語学のおもしろさでもあります。言語学の意
義の一つが「比べることで新しいことが見えて
くる」こと。ケセン語も、英語や韓国語など、
世界の言語と比べながら研究を進めていくつも
りです。

F acu l ty  &
 Resea rch
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平
盛岡第三高校、不来方高校、大迫高校で英語教諭を務めた後、
岩手県教育委員会、宮古高校副校長、大槌高校校長、盛岡三高
校長を経て退職。2018年より現職。
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〔　　  〕
　中学、高校ではバレーボール部に所属し、教員になって
からは指導者として活動してきました。春高バレーなどで
輝かしい成績を収めている不来方高校バレー部では初代
の監督を務めました。そのイメージが強いせいか、私のこ

とを「体育の先生」だと思っている人も多いようです（笑）。
附属高校の校長を兼任したのと時を同じくして、岩手県バ
レーボール協会の会長も務めることとなり、「三足のわら
じ」の慌ただしい日々が続いています。

「何の先生なんですか？」E p i s o d e

英語を通し生徒の世界を広げる
先生になってほしい
　大学卒業後教師となり、盛岡三高、不来方高校、
大迫高校などで英語教諭、副校長、校長を務め
てきました。2018年より、盛岡大学文学部の教
授として教鞭をとっています。英語に特化した
授業のほか「教職概論」という授業も担当して
おり、長年の教師経験も交えながら、学生たち
には教職の魅力を伝えています。
　高校の英語の授業は、ここ数年で大きく様変
わりしています。以前は文法や英訳が主でした
が、現在はリスニング、リーディング、スピー
キング、ライティングの 4技能が重視され、教
師も生徒も積極的に英語で話す参加型授業と
なっており、教師は指導するというよりむしろ
ファシリテーター的な役割を担います。英語で
世界のさまざまなトピックスに触れる機会も多
く、本学で学んだ学生たちには、生徒が広い世
界に興味を持てるような授業をしていってほし
いと思っています。

附属高校校長を兼任。
高大が連携した教育を目指して
　2019年度から、盛岡大学附属高校の校長も

兼任しています。高校では2021年度から「高
大連携進学コース」を新設し、大学附属高校の
メリットを生かした教育をスタートさせまし
た。大学・短大6学科の出前授業を高校で行う
ほか、大学の公開授業に生徒が参加し、大学の
教授や学生をアドバイザーに迎えグループ研究
を行う（2年次）など、大学とより密接したカ
リキュラムを組んでいます。また 3年次には、
自分でテーマを決め卒業論文に取り組む機会も
設けています。これらのカリキュラムを生かし
ながら、高校と大学が連携したトータル7年間
（短大の場合は 5年間）の教育を実践していき
たいと考えています。
　「教育は究極の社会貢献だ」という言葉があ
ります。高校の現場を知り、なおかつ大学での
教育にも携わる実務家教員として、常に学生た
ちの背中を押す存在でありたいと思っています。

6
仙台の青麻神社境内にある「常陸坊海尊霊験之地」石碑
（1996年11月吉日建立）2010年3月29日佐藤撮影
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庶民の文芸観や歴史観を
伝承という視点から紐解く民俗学
　古典文学研究は、複数ある写本を比較検討し、
できるだけ原典に近い本文を作成する基礎的作
業を経たあとで、そのテキストから厳密な解釈
を紡ぎ出していきます。また、歴史研究は、史
料批判を経た古文書を主な研究対象とし、そこ
から精確な歴史像を構築していきます。これら
の研究は、「文字（テキスト）」の分析を中心と
した学問だといえるでしょう。
　ところで、私が専門としている民俗学は、『遠
野物語』で知られる柳田國男が確立した学問で
す。近代教育制度が普及するまで、文字を自由
に読み書きできる人々は限られていました。ま
た、身の回りの生活を文字で書き残すことも一
般的ではありませんでした。だから、柳田は庶
民の文芸観や歴史観を構築するためには、文献
以外の分析対象を見つける必要があると考えた
のです。そこで、彼が着目したのが、年中行事
や習俗、昔話や伝説といった民間に伝承されて
きた民俗でした。
　こうした経緯から 1980年代くらいまでの民
俗学、とりわけ私がこれまで特に勉強してき
た口承文芸研究は、聞き取り調査から得られた
データ（録音された昔話など）を主たる分析材
料とし、文字で書かれた史資料はその関連資料
と位置づけられていました。

口頭伝承と文字文化の
両方を研究対象に
　しかし、1990年代ごろから、各地に残され
ている寺社縁起、民俗芸能や諸職の由来などが
書いてある文献も口承文芸や民俗研究の分野で
積極的に活用されるようになります。たしかに、
こうした史資料は、方言がそのまま文字化され
るなど読みにくい文体を持ち、内容も稚拙とさ
れることから、これまでの文学研究や歴史学だ
けでなく民俗研究においても等閑に付されてき
たきらいがあります。しかし、これらの史資料
は、内容はもちろん、保管されている場所や形
態・書写の方法などを分析すると、私たちのく
らしの中における文芸観や歴史観を解き明かす
ヒントを教えてくれます。私自身も、できるだ
け口頭伝承と文字文化双方の視点から対象を分
析してきました。

　3年前から岩手県で暮らすようになりました
が、ここは民俗研究のフィールドとして最適な
場所だと感じています。というのも、現在でも
民俗芸能が各地で演じられており、由来を伝え
る巻物も数多く伝存されています。県内各地に
できるだけ足を運び、地域の方にもご協力いた
だきながら、これからも庶民の文芸意識や歴史
認識をできるだけ明らかにしていきたいと考え
ています。 F
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〔　　  〕
　私の研究のテーマの一つが常陸坊海尊です。『義経記』に
登場する人物で、衣川合戦の際に逃亡し、その後仙人とし
て長く生き義経の物語を語り伝えたとされています。紫波
町にある青麻神社の縁起に登場したり、宮城県岩切にある

青麻神社に祀られていたり、菅江真澄の日記に一関市門崎
を訪れたとも記されています。伝説がさまざまな形で各
地に伝えられ文字として残っていることに、民俗学的興味
をかき立てられます。

時を超え、場所を超えて
現れる常陸坊海尊E p i s o d e

文学部　日本文学科
准教授
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高校の国語教師を長年務め、
2019年より盛岡大学准教授。源
義経とその関連人物の伝説、寺
社縁起と伝説の関連性、口頭伝
承と文字文化の関連性などを
研究課題としている。
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